豊橋創造大学大学院
　　　　受験生の皆様へ
豊橋創造大学大学院　経営情報学研究科　
研究科長　佐藤勝尚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
豊橋創造大学大学院　長期履修生制度についてのご案内
豊橋創造大学大学院では、院生が職業を有していること等の理由により標準年限で修了することが困難な場合、標準修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修し課程を修了する制度を設けています。
【長期履修学生制度について】
この制度は、院生が仕事・家庭などの事情による修学の困難さに対して、標準修業年限（2年）を超えて一定期間（最長4年）にわたり計画的に教育課程を修了することができるものです。教育課程表や履修すべき総単位数は2年で修了するものと同じですから、単年度の時間的負担は相当軽減されることになります。
長期履修学生として認められますと、通常2年の大学院修了年限のところを、例えば3年間で修了することができます。この間の授業料は、2年度分を3年度に分割して納入することになります。すなわち2年間（4学期）の授業料を3年間（6学期）に分割して納めていただくために、年当たりの負担額は少なくなります（但し、授業料が改定された場合は改定後の金額を基に再計算されます）。
長期履修学生として認められるためには、本学学長に必要書類を添付の上、申請して許可を得ることが必要となります。
なお、状況の変化により長期履修期間で修了できない場合には、その長期履修期間を含めて４年まで在学できます。このうち長期履修期間を超えた期間については留年扱いとなって、通常の授業料が適用されることになります。また、在学中に新規申請をしたり、許可された長期履修期間を1回に限り延長（3年を4年に）また短縮（4年を3年）することもできます。
長期履修生制度を希望する場合は指導教員と相談の上、別紙「長期履修生申請書」に必要事項を記入し、申請に必要な書類（在職証明書又は就業が確認できる書類）を添付して、願書提出締切日までに入試広報センターへ提出してください。
お問い合わせ先　
　本制度申請に関する問い合わせ　　　　　入試広報センター（電話）050-2017-2100
教育課程や就労方法に関する問い合わせ　教務課（電話）050-2017-2102

豊橋創造大学大学院長期履修生に関する規程　
平成22年４月１日　制定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 改正　平成24年４月１日
（目的）

第1条 この規程は、豊橋創造大学大学院（以下「本大学院」という。）を標準年限で修
了することが困難な場合、標準修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修し課程を修了しようとする学生（以下「長期履修生」という。）に関し、必要な事項を定める。

（資格）

第２条　長期履修生となることができる者は、次の各号の一に該当する者とする。

(１)　企業等の常勤の職員又は自ら事業を行っている者

(２)　出産・育児・介護等を行う必要がある者

(３)　その他長期履修することが必要と認められる者

（長期履修生の期間）

第３条　長期履修生の期間は、標準修業年限を含めて４年以内とする。

（申請手続）

第４条　長期履修生となることを希望する者は、次に掲げる書類を添えて、学長に申請す
るものとする。

(１)　長期履修生申請書（別紙様式第１号）

(２)　在職証明書又は就業が確認できる書類

(３)　その他本学が必要と認める書類

２　前項の申請書類の提出期限は、次のとおりとする。

(１)　入学予定者は、入学手続案内で定める時期。
(２)　在学生は、長期履修開始前年度の2月末日。
（許可）

第５条　前条の申請があった場合には、本大学院研究科委員会の議を経て学長が許可する。
（履修期間延長および短縮の申請手続）

第6条 長期履修生が、履修期間の延長および短縮を希望する場合は、長期履修期間変更
申請書（別紙様式第２号）に指導教員の意見を添えて、学長に申請するものとする。

２　在学中の新規申請および既に許可された長期履修期間の変更については、1回に限り
延長（3年を4年に）または短縮（4年を3年）することができるものとする。
（履修期間延長および短縮の申請手続）

第7条 前条の申請に対しては、本大学院研究科委員会の議を経て、学長が許可する。
（長期履修生の学納金）

第8条 長期履修生の申請が許可された場合の学納金の納入額及び納付時期については、

別表１に定めるとおりとする。
（改廃）

第９条　この規程の改廃は、本大学院研究科委員会において行う。
附　則
この規程は、平成22年４月１日から施行する。
附　則

この規程は、平成24年４月１日から施行する。
　　
別紙様式１

長　期　履　修　生　申　請　書

年　　月　　日

学　長　　殿

研究科　　　　　　　専攻
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふりがな),氏名)　　　　　　　　　　　　　印

下記の通り、長期履修生を希望したいので申請します。

記

	受験番号（学籍番号）
	

	入学年月日
	修了予定年月日
	修業予定年数

	年　　月入学
	年　　月修了
	年

	現住所
	〒

℡　　　　－　　　　－

	勤務先
	勤務先名（職種）

所在地　〒

℡　　　　－　　　　－

	申請理由
	長期履修の必要性

	指導教員の意見
	指導教員の意見
指導教員氏名　　　　　　　　　　　　印


別紙様式２
長　期　履　修　期　間　変　更　申　請　書

年　　月　　日

学　長　　殿

研究科　　　　　　　専攻

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふりがな),氏名)　　　　　　　　　　　　　印

下記の通り、長期履修期間を変更したいので申請します。

記

	学籍番号
	

	入学年月
	年　　月入学

	現在の修了

予定年月
	年　　月修了

	現在の

履修期間
	年　　月から

年　　月まで（　　　年）

	変更後の修了

予定年月
	　　　　年　　月修了

	変更後の

履修期間
	年　　月から

　　　　年　　月まで（　　　年）

	申請理由
	変更種別　　延長　・　短縮　※該当種別に○をつけること。
長期履修期間変更を必要とする理由

	指導教員の意見
	指導教員の意見

指導教員氏名　　　　　　　　　　　　印


